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互いに協力し合う学級づくり
「にこにこ２組パワー・レベルアップ大作戦」活動と―

―その振り返りを通して

特別研修員 赤石 清美

≪研究の概要≫

本研究は、小学校３年生を対象に「学級の協力パワー」のレベルアップを目指した活動

とその振り返りを通して、互いに協力し合う学級づくりができることを実践を通して明ら

かにしようとしたものである。具体的には、学級生活を充実したものにする係活動、学習

の上達をねらう教え合い活動、イベント的活動の場において、自分たちでめざす目標をつ

くり、その目標達成のための活動を考えて実行し、取組を振り返る活動を行った。

【キーワード：学級経営 小学校 学級活動 学級づくり 協力】

Ⅰ 主題設定の理由

子供たちにとっての魅力ある学級とは、

① 「こんな学級にしたい」というめざす学級像（目標）を自分たちでつくり、その達成

にむかって自分たちが協力して活動し、やり遂げた喜びや満足感を味わえる

② 「励まし合い 「学び合い」によって、共に成長していくことができる」

学級であると考える。子供たちから「このクラスでよかった 」という声が出る学級になるこ。

とが理想的な学級づくりである。この時期（小学校中学年）の児童は仲間意識がうまれて一緒

に行動するようになるが「自己中心的な行動」をし、視野が狭い傾向にある。したがって魅力

ある学級づくりには「よりよい仲間関係の在り方 「集団を意識した活動の仕方」を指導する」

ことが学級経営上、重要なポイントになると考える。

本学級（小学校３年生 男子20名 女子13名）の児童はクラスの良いところを「あいさつを

ちゃんとする 「時間を守る 「良くない行動を注意し合える」とあげている。また学級での」 」

協力については、①早く整列できているところ、②掃除、③給食の配膳、という活動をあげて

いる。一人一人は、よりよく生活しようという意識をもって生活していることがわかる。しか

し、これらは「自分がしっかりやらなければならない活動」であり 「助け合っている 「力、 」

を合わせている」といった集団を視点にした評価はほとんど出てこない。みんなで力を合わせ

。 、 。 、るといった集団の意識はまだ薄い そのため 常に集団を意識する活動が必要である さらに

その活動を自分たちで決定していくことも必要である。自分たちで集団に対する目標をきめ、

自分たちで創意工夫をして活動を考える。そして振り返った時にやりとげた実感が得られる。

そのような活動を行うことで「学級は自分たちのものである 「自分たちの力を合わせて学級」

をつくっていく」という自覚が育ち、まとまりのある学級になると考え、本主題を設定した。

「にこにこ２組パワー・レベルアップ大作戦」の取組の場には、児童の創造的な考えが生か

、 。される係活動の場面と学習に関する活動の場面 イベント的活動の場面を取り入れていきたい

また、中学年では最初から学級全体で取り組むのは広範囲すぎて難しいので、まずは小集団で

の取組を考える。活動目標の必要性に気づかせ、その達成によって集団で取り組む楽しさがわ

かってくる。その楽しさを実感させることで多くの仲間とかかわってもっと活動したいという

意欲を引き出す。そこから活動の場を小集団から学級全体に広げていきたい。
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Ⅱ 研究のねらい

「にこにこ２組パワー・レベルアップ大作戦 （学級活動・常時活動・授業）において、①」

小集団や学級で目標をつくって、②その達成にむけた作戦を実行し、③個人や集団でその取組

の振り返りを行うことにより、互いに協力し合う学級ができることを、実践を通して明らかに

する。

Ⅲ 研究の見通し

１ 学級活動①［(1)－ウ］と常時活動(係活動)での「お仕事でレベルアップ作戦」において

(1) 「３年２組係改造計画」として係を新編成し、活動の目標をきめる。

(2) 係ごとに活動方法を計画し 「お仕事チャレンジ宣言」をして係活動を行う。、

(3) 活動後、チャレンジ宣言の取組度を評価して活動の振り返りを行う。

これらのことにより、集団で取り組むことに喜びを感じることができるであろう。

２ 学級活動②［(1)－ウ］と授業での「チームでレベルアップ作戦」において

(1) 「教えて欲しい学習アンケート」をもとに「教え合い」の活動・目標を設定する。

(2) コーチを中心としたチームを編成し、活動方法を考え 「チームチャレンジ宣言」をし、

て活動する。

(3) 活動後、チャレンジ宣言の取組度を評価して活動の振り返りを行う。

これらのことにより、集団での学び合い、励まし合いによって、できなかったことができる

ようになる素晴らしさを感じることができるであろう。

３ 学級活動③［(1)－ウ］と短学活での「もっとレベルアップ作戦」において

(1) 今までの作戦による学級の変化（学級の良いところ）を話し合い、集団としてのプラス

面をさらにアップさせるこれからの目標を設定する。

(2) 目標達成に向けての活動方法を考え、実行する。

(3) 活動後、取組度を評価して活動の振り返りを行う。

これらのことにより、みんなで力を合わせることで学級がまとまってきたという充実感を味

わうことができるであろう。

Ⅳ 研究の内容

１ 基本的な考え

(1) 「互いに協力し合う学級」とは

「協力し合う」関係には「互いの良いところも悪いところも認め合い 「互いの弱い部分」、

」、 「 、 」 。を励まし合い そして 一人一人が自分のできることをして 互いを補い合う 関係がある

学級とは集団であるから「協力し合う」相手が集団を意識したものになる。

協力し合って活動に取り組んでいくと、

○ みんなで取り組むことに喜びを感じる

○ できなかったことが「できる」ようになる素晴らしさを感じる

○ みんなで力を合わせることで学級がまとまってきたという充実感を得られる

といったよさが実感できる。このよさを実感できると 「自分たちで楽しい学級をつくってい、

こう」という意欲が高まってくると考える。
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本研究では、次の①②③を「協力し合う学級づくり」活動の柱とする。

① 学級に対して共通 ② 目標にむかう ③ 活動の振り返りを

の目標を決める。 活動方法を考える 行う。。

この流れを子供たちに意識づけ、子供たち自身がこの流れにそって活動を決定していくこと

により「自分たちでつくりあげていった学級」という意識をより強いものにする。学級みんな

で目標にむかっていこうとする、まとまりのある学級になっていくと考える。

(2) 「にこにこ２組パワー・レベルアップ大作戦」とは

「にこにこ２組」とは本学

。級のキャッチフレーズである

にこにこ笑顔がたくさんあふ

れる学級にという願いが込め

られている。学級目標や学級

通信のタイトルにも使用して

おり、児童にとってはいつも

意識されている言葉である。

「パワー・レベルアップ」

の意味はここでは「協力」と

いう「力＝パワー」を自慢に

レベルアップしようと考えて

名付けたのである 事前に に。 「

こにこ２組の自まん」アンケ

ートを行った。その結果 「楽、

しさ 明るさ 元気さ が」「 」「 」「

んばり 「やさしさ」はポイ」

ントが高かったので、自慢で

きると児童は判断した。ポイ

ントが低く自慢できないとし

たのが、唯一「協力」であっ

た。児童は「協力も自まんに

レベルアップしたい」という

意欲をもったのである。

活動の場としては、児童が

あげた「クラスの仕事 「学」

習の教え合い」を取り入れ、

次の３つの作戦を実施してい

図１ 研究の全体構想図く。

① ＜お仕事でレベルアップ

作戦＞とは

「仕事面での協力をレベルアップしたい」ための活動（作戦）である。学級内での仕事は当

番・係があげられるが、児童が意欲的に取り組める活動、創造的な考えがいきる活動というよ

さから係活動での取組にする 「３年２組係改造計画」と題して新しい係編成を行い、活動の。

目標を明確にして係ごとに仕事のチャレンジ計画を宣言する。その宣言をもとに取り組むメン

バー同士で協力し合ってクラスのために仕事をする。そして取組を振り返ることで、集団で活

動に取り組むことに「楽しい 「もっとやりたい」といった喜びを感じる作戦である。」

＜本校教育目標 みんなでつくろう、にこにこ２くみ！＞
○よく働き、よく学ぶ子ども １ 相手の気持ちを考えて行動するクラス
○素直で、思いやりのある子ども ２ べん強も仕事も一生けん命やるクラス
○たくましい体力と気力のある子ども ３ みんなのためにやくそくを守るクラス

互いに協力し合う学級づくり

見通し３

みんなで力を合
見通し２ わせることで学級

がまとまってきた
集団での学び合 という充実感を味

。い、励まし合いに わうことができる
見通し１ よって、できなか

ったことができる
集団で取り組む ようになる素晴ら
ことに喜びを感じ しさを感じること
ることができる。 ができる。

＜お仕事でレベル ＜チームでレベル ＜もっとレベルア
アップ作戦＞ アップ作戦＞ ップ作戦＞

学級活動①２時間 学級活動②２時間 学級活動③２時間
＝作戦会議 ＝作戦会議 ＝作戦会議

◇３年２組係改造 ◇クラスめあてづ ◇３年２組はどう
計画 くり かわった？
◇係めあて・活動 コーチ認定＆チ ◇チャレンジ宣言
内容宣言 ーム編成 ・めあてづくり
「お仕事チャレン ◇チーム活動法宣 ・活動計画
ジ宣言」 言

「チームチャレン
ジ宣言」

常時活動 ２ヶ月 授業（４時間） 短学活(１週間)（ ）
＝係活動 ＝チーム活動 ＝チャレンジ活動

活動後 活動後 活動後
◇チャレンジ度の ◇チャレンジ度の ◇チャレンジ度の
振り返り 振り返り 振り返り

道徳（１時間） 道徳（１時間） 道徳（１時間）
◇感想の整理 ◇感想の整理 ◇協力のよさは？

＜手だて＞ ＜手だて＞ ＜手だて＞
①係改造計画のモ ①学習アンケート ①３年２組はどう
デル提示 の集計と提示 かわった？アン
②チャレンジシート ②チャレンジシート ケート
③お仕事チャレン ③チームチャレン ②チャレンジカード
ジカード ジカード ③パワーレベル・
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② ＜チームでレベルアップ作戦＞とは

「学習の教え合いで学級の協力をレベルアップしたい」ための活動（作戦）である。学級全

。 、 、体で成果をあげたい学習について話し合う その学習のクラス目標をつくり 達成のためには

その学習が得意な児童が中心になって教え合う。得意な子を「コーチ」として認定し 「コー、

チ」を中心に「学習チーム」を編成して活動方法のチャレンジ計画を宣言する。その宣言での

活動を実行し、めあて達成の成果と活動の取組を振り返ることにより、協力のよさである「教

え合い・学び合いによって、できなかった（わからなかった）ことができる（わかる）ように

なる」素晴らしさを感じる作戦である。

③ ＜もっとレベルアップ作戦＞とは

①②の作戦をもとに良くなっていった学級が さらに充実してまとまっていく すなわち も、 、 「

っとレベルアップしていく」ための活動（作戦）である。学級全体がこれから目指していく目

標を決め、その達成のための活動を考えていく。今回の活動は小集団ではなく、学級全体で取

り組める活動を考える。作戦の実行後は取組を振り返り、みんなで力を合わせて取り組むこと

で「学級がまとまっていった」充実感を味わう作戦である。

２ 実践の概要及び結果と考察

検証にあたっては、学級全体と抽出児Ａ子（ 協力するといいところは？」の問いに対し、「

「給食（の用意）が早くおわる 「クラスがよくなる」とコメントした児童である ）のアン」 。

ケートや活動時の観察、振り返りカードの記述を中心に行った。

(1) 集団で取り組むことに喜びを感じることができたか （見通し１）。

ア 実践の概要

資料１ 今までの係活動での取組資料１は「今までの係活動ではどんな

気持ちで取り組んでいた？」という事前

のアンケートである。係とはいうものの

与えられた当番活動的な仕事ばかりだっ

たために、意欲のもてない児童が33人中

17人とほぼ半数いた。そこで、

① 学級活動①「３年２組係改造計画」

において係のモデルを提示し、新係編

成を行った 「係活動は誰のために、。

何のためにするのか？」という問いか

資料２ お仕事チャレンジ宣言シートけをし「みんなのために 「クラスを」

楽しく、よくするために」活動することを学

級全体で明確にした。

② 学級全体の目標をもとに、係ごとに活動計

画をたてた。

○ 目標を具体化した。

○ 目標達成のために何をするのか仕事内容

を決めた。

たてた計画を「お仕事チャレンジ宣言」とし

て係シートに書いて宣言した （資料２を参照）。

係シートは教室掲示した。常時活動においても

「お仕事チャレンジ計画」を立て、それをもと

に係活動を行った。表１は、各係の活動計画を示したものである。

・がんばってやるぞ。 ８人
積極的 ・楽しい。 ６人
思考 ・早くやろう。 １人

・かんたんだ。 １人

・ただやってた。 ６人
消極的 ・毎日やんなくちゃ。 ４人
思考 ・つまんない。 ４人

・大変だ。やだな。 ３人
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③ 係の活動後「お仕事チャレンジカード （資料３）」

資料３ お仕事チャレンジカードによって「チャレンジ計画の取組はどうだったか」

を「☆いくつ？」で評価し 「活動にチャレンジ、

して思ったこと・考えたこと」を自由記述した。

イ 結果と考察

写真１は教室掲示の様子である。今までは係から

の連絡というと口頭での方法だけであった。したが

って学級全体に落ちなく伝えることは難しかった。

「みんなに忘れられないように上手に伝えられる方

法はないかな？」と問いかけたところ「チラシを書

いて掲示しておく」ことを子供たち自ら考えて実行

し始めたのである。書く内容も、相手の知りたいこ

とは何か？自分たちで考えて書いたものである。ま

た、係コーナーを設けていても「○○を忘れないで

ください 」という言葉ばかりが記述されていた。。

この活動によって教室の壁面活用も、自分たちから

「○○を貼りた

写真１ 教室掲示の様子い」と申し出て

次々と掲示して

いった。各係が

係活動に意欲を

もって取り組ん

でいったといえ

る。

宣言後に各係

が活動に取り組

んで記述してい

った「お仕事チ

表１ 係改造計画一覧
係名 活動のめあて 活 動 内 容

。 。スポーツ２組 ２組の人のことをみ ２組のいいところをインタビュ－して書く １週間に１回出す
新聞社 んなに知らせる。

何でも美術館 絵やおし花の楽しさ 絵をかいてかざる。おし花をつくってかざる。ぬりえ大会をし
を知ってもらう。 てみんなの絵をかざる。

読み聞かせの みんなに本を好きに 木曜日の朝活動でやる。係が１さつずつ読み聞かせる。読んで
会 なってもらう。 欲しい本のアンケートをとる。
インテリア 教室をきれいにして 教室をそうじする。花をかざる。小物をつくってかざる。
デザイナー 気持ちよくする。
お楽しみ みんなに楽しんでも 火・水・木の帰りの会でやる。なぞなぞ、○×クイズを中心に
クイズ らう。 やる。
みんなに楽しい思い １週間に１回アンケートをとって、けっかをポスターみたいに何でもランキ
10 をしてもらう。 教室にはる。ングトップ

にこにこ クラスにけんこうな けがをしないように、よびかける。
かんごし 人をふやす。 じきゅう走大会の前に、けんこうチェックをする。
ハッピー 外あそびをすきにな みんなにやりたいゲームのアンケートをとる。多いゲームを中
ゲームランド ってもらう。 心にきめて、チラシでやる日やルールを知らせる。
ラッキー ゲームでみんなを楽 点数をきそうゲームを中心につくる。帰りの会で時間をとって
ゲームランド しませる。 ゲームをしてもらう。
みんなの ゲームでみんなを楽 めいろゲームやパズルゲームを中心につくる。チラシを書いて
ゲームランド しませる。 みんなにやる日を教える。
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資料４ チャレンジカードの感想の整理ャレンジカード」内の感想を、整理した図が資

料４である。

22人の児童が「自分は係活動を一生懸命やっ

た」と記述している(①)。自分たちで活動内容

を考えたことが意欲をもって取り組むことにつ

ながったといえる。その取組に対して18人が、

「みんな楽しそうだった」という手応えを感じ

(②)、それが「うれしかった」と記述している

(③)。みんなのためにやったことが、自分の喜

びになっていくことに気づいたといえる。そし

資料５ 抽出児Ａ子の意欲の変容して喜びが 「もっとやりたい 「もっとがんば、 」

りたい」という意欲(④)を生み出したのである。

資料５はＡ子の意欲の変容を追ったものであ

る（Ａ子は「何でも美術館」に所属 。今まで）

は「 係の仕事は）毎日やらなくては」とあり（

義務感によって係の活動に取り組んでいたこと

がわかる。

しかし、このチャレンジを続けていくうちに

「よろこんでもらえてすごくうれしい」と記述

するようになった。活動に対して喜びを感じる

ようになったことが読み取れる。さらに「これ

からもよろこんでもらえるようにがんばろう」

という記述があり、相手の充実感を考えて自分

は仕事をするという意欲が高まってきたことが

わかる。チャレンジ後の感想では「ほかのかか

りもがんばっている」という記述がみられる。

他の集団の活動を見る目が育ってきたことがわ

かる。

学級全体で事後の「新しい係活動をやってみ

て」の感想とチャレンジ前の取組の気持ちとを

比較してみた（資料６ 「係の仕事は楽しい」）。

資料６ チャレンジ前と後との感想の比較と記述した児童が、事前の６人から15人に増え

た。自分たちでめあてを決め、自分たちで活動

を考えてやったことにより、今まで以上の充実

感を感じるようになったことがわかる。それだ

けでなく「みんなを楽しませようとしてやって

きた」という、集団を意識して活動するように

なったことを記述した児童が０人→８人 「み、

んな話し合っている 「力を合わせている」と」

いう、同じ集団内で力を合わせて取り組むよう

になったことを記述した児童が０人→６人とな

ったのである 「クラスを楽しくよくするため」。

という、集団を意識して活動しようとする気持

ちが育ってきたといえる。

お仕事 ＜③よろこび＞ ・もっとやりたい。
チャレンジ！ ・よろこんでもらう
第２回 ・楽しんでもらって ように、もっと

うれしかった。 がんばる。
８人・前よりうれしくなった。

・とてつもなく、うれしか ＜④やる気の高まり＞
１７人った。

＜①真けんな取組＞ ＜②手ごたえ＞

・自分が一生けん ・他の人が一生けん
命やった。 命聞いてくれた。
・はっきり伝えられた。 ・はく手してくれた。
・大きな声でやれた。 ・みんな楽しそうだった。
・ちらしを作って知らせ ・しんけんにやってくれ

２２人 １８人た。 た。

上段：チャレンジ前 下段：チャレンジ後

がんばって ８人
やってる 17人

係活動は ６人
楽しい 15人

ただ ６人
やってる ０人

毎日やらなきゃ ８人
つまんないな ０人

みんなを ０人
楽しませよう ８人

みんなで力を ０人
合わせている ６人
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以上のことから、集団で取り組むことに喜びを感じることができたといえる。

(2) 集団での学び合い、励まし合いによって、できなかったことができるようになる素晴ら

しさを感じることができたか （見通し２）。

資料７ 事前の「教えて欲しい学習アンケート」ア 実践の概要

事前に「何を教えて欲しい？学習

アンケート」をとった。資料５はそ

の集計の結果である(上位順)。これ

をもとに

① 学級活動②において「教え合っ

て上手になって、クラスとしてど

うする？」という「教え合い」の

活動の目標を話し合った。意見として 「リコーダーが上手になって、隣のクラスや１・２、

年生、親に発表する 「計算がはやく正しくできる方法を知って、計算大会を開く 「音読」 」

が上手になって発表会をする」等が出た。結果として「２組みんなでボールの投げ方・取り

方が上手になって、１組にポートボールの試合で勝とう！」ということになった。そこで、

ボール運動の教え合いに決定した。

資料８ チームチャレンジ宣言書② その目標を達成するためには、どんな「教え合

い」活動をすればいいのか話し合った。話し合い

の結果、

。○ ボール運動の得意な子が苦手な子に教える

得意な子の決定は立候補・推薦にする。

→11人が決定。

○ 得意な子11人を「コーチ」と呼び、コーチ

中心に活動班「チーム」を編成した。

チーム人数はコーチ含めて３人。

割り切れるし、３人がやりやすいからとい

資料９ チームチャレンジカードう理由で、くじ引きで編成した。

○ チームごとに活動の方法（授業以外の活動

時間と練習内容）を決めた。

決まったことは「チームチャレンジ宣言」

（資料８）として教室掲示した。

③ 活動後 「チームチャレンジカード」(資料９)に、

よって「チーム宣言の取組がどんなふうによかった

か」を「☆いくつ？」で評価し、活動の感想を自由

記述して振り返りを行った。

イ 結果と考察

資料10は、活動後に記述していったチームチャレン

ジカードの感想を、道徳の時間で整理した図である。

26人の児童が「教え合い」により、上手にボールの

扱いができるようになっていったと実感している(①)。

しかし「教え合い」の効果は、技の上達それだけにと

どまっているわけではないことも記述している。技が

１．リコーダーのきれいな音の出し方・・・18人

２．すばやい計算の仕方・・・・・・・・・16人

３．上手な跳び箱の跳び方・

上手なマット運動の回り方・・・・・16人

４．上手なボールの投げ方・取り方・・・・11人

５．恥ずかしがらずにできる

音読・スピーチ・・・・・・・・・・10人
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資料10 チャレンジカードの感想の整理アップ(上達)するこ

とにより「もっと上

手になりたい」とい

う、上達をねらう気

持ちがアップ(②)し

たことも記述してい

る。

さらに上達の要因

として「コーチの教

え方のうまさ」(③)

があるとも記述して

いる。

「教え合い」をす

資料11 A子の感想の変容ることは、自分の力を向上させることと、チーム

ワークをよくすること(④)につながっていくこと

に、学級が気づいていったといえる。

Ａ子の変容を見ていくと(資料11)、始めは「よ

くできた」という、活動に対する取組の姿勢のみ

の評価にとどまっている。

それが次の振り返りでは「上達してきた」と記

述している 「できなかったことができるように。

なってきた」ことに気づき始めたことがわかる。

加えて技の上達の要因を「コーチの教え方がうま

いから」とし、教えてもらうことによって上達し

ていったという「教え合い」のよさを実感したと

いえる。

さらに活動していくうちに「チーム」という言

葉を記述するようになった。Ａ子は活動を重ねる

につれ 「教え合い」による集団の力の向上を感、

じるようになったといえる。

事後に「チームでレベルアップ作せんをやって

良かったことは？」アンケートをとった 「でき。

なかったことが上手になったこと」を半数近くの

児童(33人中17人)が記述した。

そこでチャレンジ前と後で、

資料12 チャレンジ前と後のボールの扱い方評価の比較「ボールの扱い方の上手レベル

(①自分と②学級のみんな)」を

３段階評価した(資料12)。

自分自身の評価もみんなに対す

る評価もチャレンジ後には、レ

ベル３が圧倒的に増えた。この

作戦で目標としたことは「ボー

ルの投げ方・とり方が上手にな

って、１組との試合に勝とう」

・もっとれん習したい
・もっと上手になりたい
・もっと上手にさせたい
気持ちのアップ(６人)②

・前より上手になった ・チームワークがよくなった
・早くパスできるようになった ・チームワークで一生けん命やった
・きれいに投げられるようになった ・みんながあきらめなくなった
・できなかったことができるように ・なかよくできた
なった ・楽しくできた
わざのアップ（２６人） チームワークのアップ（１５人）① ④

・教え方がわかりやすかった、うまかった
・みんなのことを考えてアドバイスしてくれた

コーチへの感しゃ（１０人）③

(レベル１) (レベル２) (レベル３)
% % %50 47 3

前
①自分の

% %上手レベル 53 47
はいくつ？

後

% % %17 63 20
前

②みんなの
% % %上手レベル 3 13 84

はいくつ？
後
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であった。試合の結果は、６試合中３勝３敗の引き分けに終わった。児童の気持ちの中では、

勝つという目標の達成は十分でなかったが、この評価から、試合の勝ち負けよりも「できなか

ったことができるようになった 「みんな一生懸命やった」ことの方が、作戦の成果として強」

く心に残ったことがわかる。

以上のことから、励まし合い、学び合いによって、できなかったことができるようになる素

晴らしさを感じることができたといえる。

(3) みんなで力を合わせることで学級がまとまってきた充実感を味わうことができたか。

（見通し３）

資料13 ２つの作戦によって、良くなってきたところア 実践の概要

「お仕事でレベルアップ作戦」

「チームでレベルアップ作戦」に

よって学級が変わってきた（よく

なってきた）ところを事前にアン

ケートにとり、整理して提示した

（資料13 。それをもとに、）

① 学級活動③において、これか

らの学級のめざす目標を話し合

った。話し合いの結果「クラス

みんなで一つのことをやって、

協力をもっとレベルアップさせ

る」にきまった。

② 目標を達成するためにはどん

な活動をすればいいのか話し合った。今までは小集団での活動だったが、今回は学級全体で

一つのことに取り組むということで 「長なわとびチャレンジ」に決定した。、

具体的なチャレンジ計画は、

○ 長なわチャレンジ目標は「ひっかからずに55回とぼう 。」

○ チャレンジタイムは毎日15分間。朝の短学活の時間に行い、期限は１週間。

③ チャレンジ活動後 「長なわチャレンジカード」、

資料14 長なわチャレンジカード(資料14)によって「長なわとびのチャレンジの取組

はどうだったか」を「☆いくつ？」で評価し「活動

にチャレンジして感じたこと・考えたこと」を自由

記述した。

④ 活動終了後「にこにこ２組パワー＝協力パワー」

の最終チェックを10点満点で評価 「にこにこ２組、

パワー・レベルアップ大作戦」前の採点と比較して

「にこにこ２組の自まん」になったか検討した。

イ 結果と考察

資料15は、チャレンジ活動後に記述していた「長な

わチャレンジカード」の感想を、①目標回数について

②チャレンジの取組について整理し、その変容をみた

ものである。

１回目のチャレンジでは29回しか跳べなかった。自

分たちの取組に対して「もっとれん習しないと」とい

う記述をしている。しかし、集団としての取組に関す

個人の変容 集団の変容

◇できなかったことが、で ◇協力ができるようになっ
きるようになった。 た。
◇自分の仕事をちゃんとや 助け合うようになってき
るようになった。 た。
◇人の意見も聞くようにな ◇チームワークがよくなっ
った。 てきた。
◇相手の心を考えるように ◇みんなでがんばるように
なった。 なった。
◇けんかがなくなってきた ◇クラスが楽しくなってき
楽しくやれるようになっ ている。
た。 ◇他のグループ活動もよく

なってきた。
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資料15 チャレンジ過程における感想の変容（学級）る記述はみられない。思ったよりも

少なかった回数に、初めは個人の努

力不足に着目していたといえる。そ

れでも、やればできることを信じて

あきらめず「次はがんばらなきゃ」

という前向きな気持ちをもっていた

ことがわかる。

チャレンジを続けていくと確実に

回数が増えてきた。学級みんなのま

とまりを評価する言葉「チームワー

ク 「はげまし合い 「力を合わせた」 」

「きょう力し合えた」が記述される

ようになった( 部分 。 みんな）

が目標達成にむかって一つになって

いったことを実感していったといえ

る。

そして、目標回数55回をはるかに

上回る90回を達成したときは、やり

遂げて感動した児童の過半数（29人

資料16 目標達成に対するＡ子の感想中20人）が、学級のまとまりを確信したとい

える。

目標達成に対するＡ子の感想（資料16）を

みると「みんなでれん習した 「きょう力とし」

んけんでやっていた」と記述している 「みん。

なで力を合わせた結果」という学級の頑張り

・学級のまとまりを実感したことがわかる。

さらに「じょうずになるコツをみんなで考

えてだしあって」と記述している。前回の作

戦＜チームでレベルアップ作せん＞での「励

まし合うことで、集団の力は向

資料1７ 「協力するよさ」の価値の整理（複数回答）上する」というよさがＡ子の中

に学びとして身についてきたと

いえる。

以上のことから、みんなで力

力を合わせて頑張ることで学級

はまとまってきたという充実感

を味わうことができたといえる。

作戦終了後「今の２組の協力

レベルは10点満点中、何点？」

アンケートをとり、合計を出し

た。作戦実行前のアンケートで

は154点であった。作戦実行後

では293点にまでアップした。

児童から「これで協力も２組の

目標回数に チャレンジの取組について記
録 ( は協力に関係する言葉)ついて

29 思った以上に もっとれん習しないと。
回 できなかった。 がんばらなきゃ。 １３人次は ‥‥‥‥
くやしい。

８人

43 ふえて 前よりすごくいい。もっとがんばるぞ。
回 うれしい。 はげまし合えた。 １７人

チームワークができてた。
１５人 力を合わせるっていいね。 ６人‥‥‥

、すごい。50 あと少し。 よくできて
回 おしい。 しんけんにやってる。 １７人‥‥‥‥

力を合わせていた。教え合えてた。
１７人 きょう力できてた。 ８人‥‥‥‥‥

90 すごくうれしい しんけんだった もりあがってた。。
回 やったー。 もっとやりたい。 １４人‥‥‥‥
よかった。 はげまし合えた。きょう力ってすごい。
すごい。２９人 チームワークでできた。 ２０人‥‥‥‥

一人ではできないこともできる
ようになる １２人
とくいになる・上手になる チームワークが

よくなる １０人

何でもできる １０人

クラスが楽しくなる
協力すると １０人

やさしくなる どんなところ
８人 がいい？

けんか・言い合いが
なくなる ６人

はずかしがらなくなる なかよくなる
３人

人の意見を聞く ３人 あきらめなくなる 目ひょうがたっせい
２人 できる ２人
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資料18 Ａ子の「協力するよさ」の自まんになった」という声があがった。自分たちのやっ

価値の変容た活動に自信をもつことができたといえる。

さらに道徳の時間において「協力するよさ」の価値に

ついて学級全体で整理していった(資料17)。作戦前に児

童が考えていた「協力するといいところ」は、

①早く仕事が終わる(12人) ②けんかしない(5人)

③いい気持ちになる(4人)

が上位だった。作戦後には、

①一人じゃできなかったことができるようになる・

得意になる・上手になる (12人)

②何でもできる、チームワークがよくなる、

クラスが楽しくなる (各10人)

③やさしくなる ( 8人)

に変わっていった。早く終わるという時間的なよさやけ

んかをしないという個を重視した価値が、人との関わり

や学級の充実・まとまりという集団を意識した価値に大

きく変化していったといえる。Ａ子も２つから５つに価

値の気づきが増えた（資料18 。これらの作戦によって、子供たちの心の中に「協力し合う」）

ことのよさがしっかりと根付いたといえる。

Ⅴ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

「 、 」 、○ 係活動では みんなのために クラスを楽しくするために活動をする ことを明確にし

、 、自分たちが活動内容を考えて実行していったことによって 活動に意欲をもって取り組み

仕事をすることに楽しみや喜びを感じるようになっていった。

○ 学習の教え合い活動を重ねていくうちに、お互いの力を認め合い、できなかったことが

できるようになったことを実感していった。相手に対する言葉遣いも考えるようになり、

チームワークがよくなっていったことの素晴らしさを感じるようになった。

○ 「もっとレベルアップ！」を望んで活動を考えて実行していくうちに、それまでの作戦

「 」「 」 、で実感した 集団で取り組む喜び 教え合いのよさ が自然に子供たちの行動に表われ

声をかけあって取り組む学級に育っていった。

○ レベルアップ作戦の繰り返しにより 「集団で活動するには共通の目標をつくる→目標、

にむかう活動の方法を考える→目標が達成できたか、活動を振り返る」流れが、子供たち

に学び方として浸透していった。

２ 今後の課題

日常の生活のなかで子供たちが、常に「自分たちで学級をつくる」意識をもって生活してい

、 。 、くために 学級全体で取り組む活動の投げかけを続けていきたい 目標設定のための問いかけ

活動方法の宣言方法、振り返りに有効なカードの活用等、必要な手だての工夫・改善に努めて

いきたい。
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